


　

　株主の皆様には、平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申し

あげます。当社第59期中間期（平成21年4月1日から平成21年9

月30日まで）の営業の概況についてご報告申しあげます。　

　当中間会計期間におけるわが国経済は、一部で景気持ち

直しの兆しがうかがえるものの、失業率が過去最高水準に達

するなど、雇用環境は依然厳しく、企業収益も減少傾向にあ

り、自律的な景気回復には遠く極めて厳しい状況で推移いた

しました。

　当社を取り巻く機械器具関連業界におきましては、昨年度

後半からの景気の急速な悪化で自動車関連業界をはじめと

した設備投資抑制の流れを受けて、工作機械の受注が大き

く落ち込み、受注競争も激化しております。

　このような状況の下で、当社におきましては期初より『現状

打破と次なる飛躍に備える年』を基本方針として、専門商社

機能に軸足を置きながら専門総合商社への展開を図り、取

扱商品の拡大や新しいビジネスモデルの構築に取り組んで

まいりました。

　営業面におきましては、「未来を見据えた行動なくしては、

企業の発展的な未来はない」として、市場拡大が見込まれる

環境配慮型商品への積極的な取り組みや、加工事業及びエ

ンジニアリング事業の強化による付加価値の向上に取り組

んでまいりました。また人材育成におきましても、新入社員

の研修期間を従来よりも大幅に延長し５か月間とするなど、

教育・研修の充実を図ってまいりました。一方で役員報酬を

はじめとする人件費の削減に取り組むなど、経費の圧縮に努

めました。

　しかしながら、設備投資需要が低迷して推移した結果、

当中間会計期間におきましては、売上高257億5千9百万

円（前年同期比44.6％減）、営業利益2億8千1百万円（前

年同期比89.2％減）、経常利益3億6千1百万円（前年同期

比87.1％減）となり、中間純利益につきましては、投資有

価証券評価損2億7千2百万円を特別損失に計上したた

め、3千8百万円（前年同期比97.4％減）と減収減益となり

ました。

現状打破と次なる飛躍に備える年

株主の皆様へ

専門総合商社への展開を図り、
新しいビジネスモデルを構築。

市場での企業価値を高めながら
人材育成に注力。
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　今後の景気の見通しにつきましては、製造業における設

備の過剰感は未だ強く、生産活動は低調で、生産機械の発注

を増やす状況にはないなど、景気の浮揚力は依然として弱

い環境にあります。

　こうした中で当社におきましては、営業担当エリアのマー

ケットに応じた戦略の立案により更なるお客様ニーズを把握

し、お取引先との関係強化を図り幅広い商品群を最大限に活

かした提案型営業を推進してまいります。日伝が運営し、生産

現場の次世代を担う設計者に評価を頂いているWebカタログ

の製品情報サイト「MEKASYS」（http://www.mekasys.jp）を

拡充し、間接材購買をサポートする電子購買サービスの「PROCUE 

byNET」（http://www.procuebynet.com）との親和性を高め、

それらの浸透と活用を積極的に展開してまいります。一方、

業績伸張に向けて未来を見据えた人員配置を的確に行い、

人材の育成におきましても内部業務担当者の充実と社内体

制の強化を目指すとともに、教育・研修体系の更なる充実に

より社員個々のスキルアップを図ってまいります。

　通期の業績見通しにつきましては、当中間会計期間にお

ける業績の進捗や今後の景気動向を勘案し、業績予想の見

直しを行った結果、誠に遺憾ではございますが平成21年5月

11日に公表いたしました予想数値を売上高570億円、営業利

益9億3千万円、経常利益10億8千万円、当期純利益4億4千万

円に、あわせまして期末配当予想につきましても、1株当たり

の配当金を当初予想の30円から25円に修正しております。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭

撻を賜りますようお願い申しあげます。

平成21年12月

代表取締役社長

Webカタログの拡充など、
更なるお客様ニーズを捉え、今後の営業戦略に反映。

2



事業分野別売上高構成比 動力伝導機器分野

動力伝導機器分野 動力伝導機器分野では、減速機、変速機に比べて伝導関連

用品、ベアリング及び直動機器が大きく減少いたしました。

その結果、売上高118億3千6百万円（前年同期比43.8％減）と

なりました。

減速機／変速機
チェーン伝導用品／ベルト伝導用品／歯車伝導用品／カップリング／
その他伝導関連商品
ベアリング／直動機器／ベアリングユニット／その他軸受関連商品
金属材料／合成材料／セラミック／新素材

事業の紹介
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産業機器分野

制御機器分野

45.9％

32.5％

21.6％

第57期 第58期 第59期

411

200

364

210

118



コンベヤ／運搬機器／振動機／昇降揚重機／保管関連機器／
搬送システム／構造用システム機器／包装・梱包システム機器／
その他荷役・運搬関連商品
モータ／環境機器／ファン／集塵・洗浄機器／ポンプ／その他機
械器具・工具関連商品

油圧機器／空圧機器／真空機器／ホース／チューブ／継手
シーケンサ／表示器／アクチュエータ／センサ／スイッチ／画像
処理／測定機器／計測機器／盤用機器／ロボット／ナットランナー／
メカトロパーツ／配管機材／通信・ネットワーク機器／無停電電源
装置／その他制御機器関連商品

4

産業機器分野

産業機器分野では、コンベヤ関連機器やモータに比べて運

搬機器、昇降揚重機及びその他機械器具・工具関連商品が

大きく落ち込みました。その結果、売上高55億5千6百万円

（前年同期比44.3％減）となりました。

制御機器分野

制御機器分野では、真空機器など一部落ち込みの小さい商

品もありましたが、油圧機器、空圧機器をはじめアクチュエー

タ、ロボット、ナットランナーなどが大きく減少いたしました。

その結果、売上高83億6千6百万円（前年同期比45.8％減）と

なりました。
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毎年4月1日から翌年3月31日までの1年

3月31日(中間配当を行う場合は9月30日)

毎年6月

100株

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

電子公告といたします。

事 業 年 度

剰余金の配当基準日

定 時 株 主 総 会

単 元 株 式 数

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

公 告 方 法
　 　 ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることがで

きない場合は、日本経済新聞に掲載する方法といたします。

みずほ信託銀行株式会社
　本店および全国各支店

みずほインベスターズ証券株式会社　
　本店および全国各支店

〒168-8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部

0120-288-324（フリーダイヤル）
ホームページアドレス
 http://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/お取引の証券会社になります。

郵便物送付先

お問い合わせ先

お取扱店

ご注意

株主様のご住所・お名前等に使用する文字についてのご案内

証券会社に口座をお持ちの場合 特別口座の場合

単元未満の買取以外の株式売買は出
来ません。電子化前に名義書換を失
念してお手元に他人名義の株券があ
る場合は至急お問い合わせください。

未払配当金の支払、支払明細発行に
ついては、右の「特別口座の場合」の
郵便物送付先・お問い合わせ先・お
取扱店をご利用ください。

株券電子化に伴い、株主様のご住所・お名前等の文字に、証券保管振替機構（ほふり）で指定していない漢字等（い
わゆる「外字」）が含まれている場合は、その全部または一部をほふりが指定した文字またはカタカナに変換して、株
主名簿に記録いたしております。このため、株主様にご送付する通知物の宛先は、ほふりが指定した文字に置き換
えられる場合がありますのでご了承ください。株主様のご住所・お名前等として記録されている文字については、お
取引の証券会社等にお問い合わせください。

9902

毎年9月30日現在の株主名簿に記載または記録された所有株式数100株以上の
株主様に対して当社指定粗品を贈呈いたします。

証 券 コ ー ド

株 主 優 待 制 度




